
整理・分析した情報を基に、自分自身の
意見や考えをまとめたり表現したりしよう！

❹

自分自身の意見や考えを分かりやすく
伝えることができます。
●伝える目的や相手などに応じて、伝える内容や方
法を選びます。
●国語で学習したことを活用して、全体の構成や書
き表し方を工夫します。
●活動の様子や臨場感等を伝えるために、写真やイ
ラストを使うことも考えられます。

ポスターやパンフレット、
リーフレット、新聞

テーマについて異なる立場で議論しな
がら、自分自身の意見や考えを発信す
ることができます。
●進行の方法を決めたり、役割を分担したりします。
●発表する内容を事前に想定し、根拠となる情報を
集めるなどの準備をします。
●短く分かりやすい発言や、相手の考えを取り入れ
た発言を心がけます。

パネルディスカッション
やシンポジウム

日常生活や社会の中にある問題の解決
に向けて、地域の人と一緒に取り組む
ことができます。
●イベントやフェスタ、祭り、地域の名所案内など
の方法が考えられます。

●問題の解決に向けて、効果的な取組を考えたり、
地域の人などと相談したりします。

●日時や場所、活動の流れ、役割分担な
どの計画を立てます。

●参加者にアンケートを取るなど、取組
の成果を確かめます。

社会への参画

自分自身の意見や考えを身近な人だけ
ではなく、国内外に発信することがで
きます。
●伝える目的や相手などに応じて、伝える内容や方
法を選びます。
●個人情報や著作権などの情報モラルに気をつけな
がら作成します。
●動画や音声を組み合わせたり、プログラミングによっ
てチャットボットを作成したりすることもできます。

スライドやＷＥＢサイト、
ＣＭ、ショートムービー

多様な表現方法によって、自分自身の
意見や考えを発信することができます。
●伝統工芸、料理、キャラクター、ロゴマーク、演劇、
ミュージカル、歌などの方法が考えられます。
●伝えたい意見や考えを明確にしたり、必要に応じ
てもう一度情報を集めたりしながら、制作などに
取り組みます。
●音楽や図画工作、家庭などで学習したことを活用
することも考えられます。

制作やものづくり、
総合表現

文章や図表などを使って、自分自身の
意見や考えを伝えることができます。
●伝える目的や相手などに応じて、伝える内容や形
式を選びます。

●国語や算数で学習したことを活用して、事実や意
見、引用を明確に区別して表現したり、図や表、
写真、グラフなどを活用したりします。

レポート

こんなのもあるよ！

❹  まとめ・表現


